
三上・カクレスジについて

三上日出夫キ : カクレスジ (紅藻，コノハノリ科)ついて

Hideo MIKAMI*・ OriCryptopleum 1ηembranacea Y AMADA 

(Rhodophyceae， Del巴sseriaceae)from J apan 
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Y AMADA口は九州天草二江の材料(田中剛博士採)に基いて，カクレスジ Cryρto-

ρleut-a membranacea を新穏として記載した。 その holotype は四分胞子体であり，

現在北大謄薬庫に保存されている (SAP15293， 1933年4月採)。上記 typelocality 以

外における本種の産地としては， 筆者の知る限り これまで九州 ・大矢野 (SEGAWA& 1-

CHIKI2)) 及び千葉県大原町沿岸(吉崎3)) などから報告されているに過ぎなU、。筆者は

1974年4月末，千葉県大原町丹ケ浦において本種の完熟j能性体及び四分胞子体の打揚げ

材料を可成りの量採取することが出来たので精査の結果，本種のもつ重要な性質の幾っ

かにつき新知見を得ることができたので次に報告したい。

外形について .本種の外形については YAMADAIlの原記載の内容と殆んど一致して

いる。ただし原記載は主に四分胞子体についてのものであり，それに比べて今区得られ

Fig. 1. C円，ptop/euγa1nembranQcea 
A. Tetrasporic plant from Ohara， Chiba Pref 
B. Female plant from Ohara， Chiba Pref 

た雌性体についてみると ，体の巾は一段と広い (Fig.1， A-B)。各裂片の頂端は円形

を示しているが，極く稀に湾曲して鈎状をなす部分の混在が認められた。なお顕微鏡的
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14 藻類第24巻第1号 昭 和51年3月

細脈は豊富に認められるが，肉眼的な脈は存しない。

生長点について:Figs. 2戸5 は本種の極く若い生長点を示す。即ち，斜に関節する頂
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FigB. 2-6. Cryt臼opleuramembra制 cea
2-5. ApiceB of young thal1uB'BegmentB. 
6. Apex enlarged Bhowing marginal Begmentation. 

1-2...segments: a...apical cel1. 

細胞 (a)が見られ，第 l位列の細胞は左右交互に枝をわかちながら生長を続ける。 Fig.

6はやや生長が進んだ部位における体の縁辺生長を示す。この場合の頂細胞 (a)も斜に

切り出される。

プロカJレプについて:Figs. 8-13は本種のプロカルプ発生過程を示したものである。

先ずフ。ロカルプは各裂片の殆んど先端に近く体の両面上に散在して生ずる。 Fig.8は中

心細胞 (cc)より生じた周心細胞 (pc)の表側に第 l次の中性細胞 (stc1mc)が生じたこ

とを示す。 Fig.9の場合は，周心細胞(pc)がそれぞれ支持細胞 (sc)とカルポゴン枝母

細胞 (cbmc)とに 2分され終った時期を示している。つづく Fig.10では，第1次中

性母細胞 (stc1mc) はそのままであるのに対して，カルポゴン枝母細胞に分割が起l1，

カJレポゴン校第 1細胞 (cbt)とカJレポゴン枝の initialcel1 (cbi)とに 2分されたこと

を示す。 Fig.11ではカJレポゴン枝の発生が更に進んで cbh cb2， cba及び cpの4コ

細胞となったことを示す。又一方において第l次中性母細胞 (stc1mc) とカルポゴン枝

との中間に位置して，第2次の中性母細胞 (stc2mc)が生じ，しかもそれは支持細胞(sc)
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三上:カクレスジについて

Fig.7-14. Cryptopleura membranacea 
7. Habit showing frond with cystocarps. 

8-13. Stages in development of proc町 ps.
14. Transverse section of a cyst田町p.

aux...auxiliary cell; ca...carposporangium; Cbl. Cb2. Cb3“五回t，second， and 
third cells of carpogonial br回 ch.respectively; cbi...initial cell of c町 po・
E。凶albranch; cbmc...mother cell of carpogonium; cc...central cell; cp... 
carpogonium; cY...CystocBrp; fu...f田 ioncell; gon...gonimoblast; pc・..perice.

ntral cell; sc...supporting cell; stcl・stc2山量rstand second groups of steri1e 
cells. respectively; stClmC. stc2'皿c...回。thercells of first回 ds問。ndgroups

。fsteri1e cells. respectively. 
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の表側に切り曲されたことをも示している。 Fig.12は第1次中性母細胞が2分されて
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16 議類第24巻第l号 昭 和51年3月

第1次中性細胞群(伺s“tcω1ρ)となつた段階を現tむ2ずJ
前のものと思われる。一方，第2次中性母細胞は母細胞のままである。 Fig.13の像は，

受精直後の時期とみられる 1例である。即ち，支持細胞 (sc)は助細胞 (aux)を切り出

し，助細胞からは最初のゴニモプラスト細胞 (gori)が生れた一瞬を示している。一方，

第 1校中性細胞群 (S~Cl) は Fig.12 と同じ状旗のままであるが，第 2 次中性母細胞は

始めて分割を起して 2コとなったことを示す (stca).

褒異につい:c:Fig. 14はほぼ完熟に遺したとみられる護果の横断面を示す。コノハ

ノリ亜科 (Delesserioideae) に普通にみられる如き特別糸組織の存在は勿論認められ

ない。果胞子 (ca)は各ゴニモプラスト包on)の末端にそれぞれ1コずつ形成される。

襲来は半球状を呈し，体の両面上特に体の縁辺部に多く生ずる傾向が見られる。

四分胞子裂について L四分胞子袋斑は各裂片の両縁に滑って，又は割出する小裂片上

Fig8. 15四17. C，η'p如，pleuramembranacea 
15. Part of a plant with tetrasporangial 80ri. 
16. Tetrasporangial rudiment attached to inner cortex. 
17. Surface view of part of tetrasporangial sorus. 

r...rudiment of. tetrasporang;a; t...tetrasporangium; 
ts...tetrasp町田g;alsorus. 

に形成される (Fig.15). Fig. 16は体の縦断面における tetrasprangialrudimentの

発生を示す。即ち，それは皮層の内部より生ずる。 Fig.17は体の表面観による四分胞

子畿の存在を示すb
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三上:カクレスジについて 17 

考察

原記載に当って用いられたカクレスジの標本は， YAMADAl)により typespecimenと

して指定された四分胞子体 (SAP15293)を含む僅か2個体に過ぎず，しかも共に乾燥

標本であった為に，その記載は主に外形的特徴の記述にとどまり今日に及んでいる。こ

のたび筆者lとよりカクレスジとして同定された材料は千葉県大原町産の打揚品で，先ず

その生長点については，既に記したように斜に関節する頂細胞 (a)をもち，左右交互に

校を出しながら伸長を始める。しかしやや生長の度合いが進むにつれて，次第に縁辺生

長に切り換えられる (Fig.6)。従って KYLIN4)が Cryptopleuralacerata (タイフ。種)

の生長点について既に指摘した特徴にほぼ合致していることが確かめられた。しかし残

念ながら本種(カクレスジ)の場合については，第 l位列における介生分裂の存在を明

瞭につきとめるまでには至らなかった。次にカクレスジのプロカルフ・発生経過を

KYLIN4)の観察による C.lacerata (タイプ種)のそれと比較してみると著しい符合が

認められる。即ち両者のプロカルプ構造についての共通点を列挙すると次のようになる。

(1) プロカルプは 1組のカノレポゴン枝(4コ細胞よりなる)と 2組の中性細胞とから

なりたつ。

(2) 第 1次中性母細胞 (stClmc)は受精に先立ち 2コに分割される。

(3) 第2次中性母細胞 (stc2mc)は受精以前には一般に分裂せず，従って母細胞のま

まである。しかし，

(4) 第2次中性母細胞 (stc2mc)は受精直後になって 2コに分割されるなどである。

さて，これに関連して Cryptopleura属とは互に近縁関係にあるとみられる Acro・

sorium acrosperm仰においては，第 1次中性母細胞は一般に受精以前の分割を行わ

ないとされ (PAPENF1JSS5))，一方 Hymenena属のタイフ。種である H.venosa (LINNtt) 

KRA1JSSのプロカルフ・について WAGNER6)は，第 1次及び第2次中性母細胞はそれぞれ

受精以前に l回ずつ分割して 2コずっとなり，その結果4コの中性細胞が認められると

報じている。従って Cryptopleura属の場合は，Acrosorium及び Hymenenaの上記

2種と比べて極めて興味ある相違を示しているといえる。次に四分胞子褒の originに

関しては，Cryptopleura lacerata (タイプ種)とカクレスジC. membranacea との

聞に対照的差異が認められる。即ち， KYLIN叫によるC.lacerata (タイプ種)の場合，

四分胞子褒は普通中心細胞より生じ，ごく稀に corticalcell より生ずるとしている。

一方，本種(カクレスジ)においては，筆者の観察による限払それはすべて皮層の内

部より切り出される。即ち，現在までのところ，中心細胞より生ずる場合の存否につい

ては未確認のままになっている。さて， KYLIN4，7lは Cryptopleura グルーフ。の中に

Acrosorium属を始め Hymenena，Cryptopleura， Botryoglossum， RJwdoseris及び

Gonimophyllumの計6属を配置した。そのうち寄生藻類であるGonimophyllum属を
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18 藻類第24巻第1号昭和51年3月

除く他の 5属を互に区別する為の性質として，彼は四分胞子褒の origin並びにその分

布状態に重点を置いた。しかし，その特徴が果して，これらの諸属を明かに区別し得る

に足る適切な形質であるかどうかについては，既に WAGNER8)その他による指摘にも

あるように甚だ疑問が存するところである。従って今後 Cryp.ω'pleuraグループに所属

しているすべての種類について，四分胞子褒の性質を始め，生長点及びプロカJレプなど

の詳細につき逐一吟味を重ねながら，このグループの分類における現状の暖昧さを除か

なければならないと考える。

終Pに貴重な標本の閲覧を許された黒木宗尚教授並びに吉田忠生博士に謝意を表する。

Summary 

The apical segmentation and the reproductive organs in Cryptopleura 

membranacea YAMADA were observed on the basis of specimens from Ohara， 
Chiba Prefecture. 

1) The obIiquely jointed apical cell is present. Apical growth cuts off seg. 

ments alternately on two sides. 

2) The procarps are borne scattered on both surfaces of the blades. With re・

gard to the procarp development， the present species is most c10sely related 

to Cryptopleura lacerata， the type species: (1) procarps consist of a four. 

celled carpogonial branch and two groups of sterile cells， and (2) prior to 

fertilization， the mother cell of the first sterile group has divided once， 
whereas the second group consists of the mother cell only. 

3) The carposporangia are borne terminally on the gonimoblast branches. 

4) The tetrasporangia are borne in linear sori along margins of upp釘 seg.

ments， or on proliferous outgrowths from the margins of segments. 

5) The tetrasporangial rudiments are cut off from the inner cortical cells. 
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11類分布資料

千原光雄:銚子で打揚げで得た海寝付記 Mitsuo CHIHARA: Note on algae 

cast up ashore at Choshi， Chiba Pref. (An addition) 
さきに本誌 23(4)， p. 157で，銚子で暖海性と寒海性の海藻を打揚げで同時に採集

したことを報告したが，原稿を書いた後で，山本虎夫氏から次記の報文別刷をいただい

た。山本虎夫・ P.Aコルデロ二世: 紀伊半島に漂着した熱帯性褐藻類，南紀生物 16

(2)， 1974年12月。報文によると，和歌山県白浜町にある京都大学顕戸臨海実験所及び潮

岬海岸付近で，ナガミシオミドロの着生したヤパネモクを 70個体以上も打揚げて採集

したとのことである。興味あることに，採集年月日は 1974年6月4日と 19日が主で，

これは私が銚子でかなPの数の楳本を得た7月20日と近い。時期，距離，期間.海流の

讃鼠車などから判断すると，これらは一連の同一流で北上したものと恩われる。おな，紀

伊のヤパネモク標本には甲殻綱受脚目のカJレエポシが着生していたとのことであるが，

銚子の標本にもこの類が多量についていた。
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